
 本市では緑の保全及び緑化を推進し、まちづくりのテーマである「自然
と創造の調和した豊かな都市」に向け、緑の将来像を実現していくために
５つの基本方針を設定しています。また、それぞれの方針に基づき、施策
を実施しています。 

 

＜基本理念＞                

緑を愛する市民が住み、緑と人がともに育ち交流するまち 
 

＜基本方針＞ 
１．豊かな森や林を将来の世代に引き継ぐ（環境保全）        
２．市民がいきいきと交流し、憩える緑をつくる（レクリエーション）    
３．安全・安心の緑をまもり、つくり、育てる（防災）     
４．四季を彩る緑、ふる里の魅力を高める緑を大事にする（景観構成） 

５．参加・連携で緑づくりを進める（体制・制度）                           

平成27年度「緑の施策」進捗状況 

（緑の保全と緑化の推進） 



重点プロジェクト名 施策数 

１ 人材育成プロジェクト ３ 

２ 花のまちづくり推進プロジェクト ３ 

３ 市民の森づくり推進プロジェクト ３ 

４ 南の里地区緑地保全プロジェクト ３ 

５ レクリエーション拠点充実プロジェクト ４ 

６ 北広島駅周辺地区緑づくりプロジェクト ６ 

７ 旧島松駅逓所周辺地区緑づくりプロジェクト ４ 

８ 大曲地区緑づくりプロジェクト ４ 

 ５つの基本方針、４３の施策の
中でも緑の将来像を実現するため
に重要であると考えられるものを
選定し、重点プロジェクトとして
様々な事業や管理業務等によって
実施しています。 



＜緑地の保全及び緑化の推進のための施策＞の進行管理 
施策 施策内容 事業名 事業内容 

進捗状況 
（今後の予定） 

重点
PJ①
人材育
成プロ
ジェク
ト 

① 
 緑づくりに関する講習会や森林に関する学習会などを開催
する。 

 緑の活動拠点
整備事業 

 ＮＰＯ法人北広島市森林ボランティア・メイプル主催による、市民を対象とした
森林散策観察会や間伐材を利用した炭作り、燻製作りの体験学習など１年に数
回の実施を継続している。（市は協定を締結し、ＮＰＯ法人へ「富ヶ岡の森」での
ボランティア活動の場を提供） 

 平成26年度においての実施回数は3回であった。 
 平成27年度については確認中。 
 今後も継続していく。 

②  市民が緑づくりに積極的に参加できる仕組みづくりに努める。  緑化推進事業 
 昭和58から「花いっぱい運動」の取り組みが始まり、毎年、自治会やボランティ
ア団体などに花苗を配布し、街区公園や街路樹桝などに植栽している。（市は北
広島市緑化推進委員会へ交付金） 

 平成27年度は街区公園や街路樹桝などに107 
 団体により33,866株の花苗が植栽された。 
 今後も継続していく。 

③ 
 森林管理などのアドバイスができる専門家を派遣できるよう
な体制づくりに努める。 

 （推進事業） 
 森林管理などの専門的なアドバイスができる知識と経験のある「緑の推進員」
を置き、緑化の推進を図る。 

 推進員の高齢化などにより、活動が実施できて 
 いない状況である。（休止） 

重点
PJ②
花のま
ちづく
り推進
プロ
ジェク
ト 

① 
 花のまちコンクールの開催やホームページなどによる花づく 
 り情報などの普及啓発活動を充実する。 

  
 平成6年から始まった「花のまちコンクール」により、年々庭先や事業所・公共
施設などを花で飾る人や団体が増え、花による美しいまちづくりが進んでいる。 

 平成6年度～27年度までの応募件数は3,017件
（個人：2,407件、団体：700件）これまで53名の花
飾人が認定された。 今後も継続していく。 

② 
 北海道認定のフラワーマスターなどによる花づくりの担い手
を育てる講習会などを開催する。 

 緑化推進事業 
 北広島市花の会が主催する研修会や講習会で行っている。（市は北広島市花
の会へ補助金） 

 平成26年度には6回の研修会が行われた。 
 平成27年度については確認中。 
 今後も継続していく。 

③ 
 花づくりにおける市民参加の輪を広げるための支援を継続
する。 

  
 北広島市緑化推進委員会で行う事業で、市民団体等を対象とした緑化推進支
援事業や協力事業を行っている。（市は北広島市緑化推進委員会へ交付金） 

 平成27年度は緑化推進支援事業により町内会
や自治会など17団体により4,270株の花苗が植栽
された。今後も継続していく。 

重点
PJ③
市民の
森づく
り推進
プロ
ジェク
ト 

① 
 仁別・三島の森については、林道改良や治山事業を行い水
源涵養保安林としての森林整備を推進する。 

 森林保全活用
事業 

 現在、平成20年度から北海道が事業主体となり林道三別沢線の改良工事が
行われている。 

 平成20年度に着工し、平成27年度までに5,453m
（約85％）について整備済み。平成28年度以降
979mを施工予定（改良工事総延長6,432m ）。林
道三別沢線総延長7,629m 

② 
 森林とのふれあい体験学習など森づくりを実践する機会をつ
くる（「富ヶ岡の森」p.33）。 

 緑の活動拠点
整備事業 

 緑陽中学校の里山体験学習として春季に下草刈、秋季には枝払いを行う。 
 平成18年度から「富ヶ岡の森」を緑陽中学校の 
 里山体験学習の場として毎年活用している。 
 今後も継続していく。 

③  植樹祭や自然学習会などの交流事業を計画的に実施する。 
 市民植樹祭については、森林ボランティアの協力のもと「富ヶ岡の森」において
実施する。 

 平成24年度まで継続して実施してきたが植樹予
定箇所への植樹が終了したため、平成25年度か
らは事業を行っていない。今後においては、植樹
する場所の確保ができないため行わない。（休
止） 

重点
PJ④
南の里
地区緑
地保全
プロ
ジェク
ト 

① 
 北海道と市が所有する約183haについて、平成17年度に特
別緑地保全地区に指定、今後も、良好な自然環境の保全に
努める。 

 （管理業務） 
 南の里特別緑地保全地区において、平成20年度より北海道から受託した管理
業務を実施する。 

 平成20年度より北海道から受託した管理業務を
実施している。また、林道の巡視などの業務を委
託している。今後も継続していく。 

② 
 特別緑地保全地区に指定した区域については、平成19年度
に一部散策路等が整備され、今後は、市民が豊な自然と身近
にふれあえる施設として維持管理に努める。 

 （管理業務） 
 南の里特別緑地保全地区において、平成20年度より北海道から受託した管理
業務を実施する。 

 平成20年度より北海道から受託した管理業務を
実施している。また、施設の点検などの業務を委
託している。今後も継続していく。 

③ 
 緑地保全地区周辺の民有林のうち、道条例に基づく環境緑
地保護区域は地域指定により引き続き保全し、その他につい
ては所有者の理解、協力を得ながら保全に努める。 

 （管理業務） 
 緑地保全地区周辺の民有林についても道条例や所有者の理解、協力を得な
がら保全に努める。 

 環境緑地保護区域については、道条例に基づ
き指導しているが、周辺の民有林につては維持
はされているが、所有者との協力体制の構築に
は至っていない。 

            



            

施策 施策内容 事業名 事業内容 
進捗状況 

（今後の予定） 

重点
PJ⑤レ
クリ
エー
ション
拠点充
実プロ
ジェク
ト 

①  総合運動公園の施設整備を推進する。 運動広場整備事業  整備に向けた調査・検討中 
 平成27年度実施の国土交通省補助事業による
調査結果を踏まえ、整備に向けた調査・検討を行
う。 

② 
 レクリエーション拠点と各地区を結ぶ、サイクルネットワーク整備
を検討する。 

 ｻｲｸﾙﾈｯﾄﾜｰｸ構築
事業 

 札幌恵庭自転車道を軸に「道央馬追ｻｲｸﾙﾈｯﾄﾜｰｸ構想報告書」（平
成20年度作成）に基づき、関係市町と連携などについて協議を行い、
自転車交通の利用を促進する。 

 平成28年度以降も協議を継続していく。 

③  道道札幌恵庭自転車道線の延伸整備を推進する。  （整備事業）  北海道が主体となり、道道札幌恵庭自転車道の延伸整備を行う。 
 現在、北広島市内の延長約14kmの内11.5km（約
82％）が供用されている。平成28年度以降も整備
の推進を図る。 

④ 
 平成16年度に「学習の森」、平成17年度に「水辺の広場」を整備、
今後も、市民の休憩・休息の場としての活用を図る。 

 （管理業務） 
 「学習の森」「水辺の広場」に設置されているバイオトイレについては、
指定管理者による維持管理が行われている。 

 利用状況：平成27年度利用者数（「学習の森」
2,175名、「水辺の広場」1,525名） 
今後も市民の休憩・休息としての場として活用をさ
れるよう維持管理を継続していく。 

重点
PJ⑥
北広島
駅周辺
地区緑
づくり
プロ
ジェク
ト 

① 
 都市の顔として魅力を高めるため、「くるみ公園」（平成16年度）、
「どんぐり公園」（平成17年度）を整備し、「駅前西口公園」（平成20
年度）を再整備した。今後も、まちの顔である公園として管理を行う。 

 （管理業務） 
 ３箇所の公園について、指定管理者による草刈等を実施する。また、
「くるみ公園」、「どんぐり公園」については公園等里親制度を活用し、
市民団体等ボランティアによる公園内のごみ拾いなどを行う。 

 公園の整備後については毎年指定管理者によ
る草刈等を実施、その内２箇所についてはボラン
ティアによるごみ拾いなどの管理も行われている。
今後も継続していく。 

② 
 エルフィンパークでの花づくりの展示や園芸教室などの普及・啓
発活動を推進する。 

 （推進事業） 
 北広島市花の会が主催するフラワーコンテストで展示即売を行って
いる。（市は北広島市花の会へ補助金） 

 フラワーコンテストについては平成12年よりエル
フィンパークにおいて毎年開催されている。 
 今後も継続していく。 

③ 
 芸術文化ホール敷地内の広場を中心に、市民の憩いや交流の場
として、ふさわしい緑地の管理を進める。 

 （管理業務） 

 北広島市緑化推進委員会が行う事業として、北広島市花の会が芸
術文化ホール前を花で飾るコンテナ、ハンギングバスケットへの植栽。
ＪＲ北広島駅改札通路を花で飾る花の駅長さんディスプレーが行われ
ている。（市は北広島市緑化推進委員会へ交付金） 

 平成27年度については5月30日に植栽が行われ 
 た。今後も継続していく。 

④ 
 駅から東側の眺望景観の要素をなしている、道道江別恵庭線沿
道東側の斜面樹林地の保全を検討する。 

 （管理業務）  道道江別恵庭線沿道東側の斜面樹林地を保全する。 
 市有地（稲穂公園）について毎年草刈等の維持
管理を行い、斜面樹林地について適宜剪定を行っ
ている。今後も維持管理を継続していく。 

⑤ 
 良好な住環境に資する既存都市緑地や、鉄道敷地の緩衝的な役
割を果たす緑地を引き続き保全する。 

 （管理業務） 
 既存の都市緑地や鉄道敷地の緩衝的な役割を果たす緑地の維持
管理を行う。 

 これまで市有地として草刈等の維持管理を行い、
適宜剪定を行っている。 
 今後も維持管理を継続していく。 

  ⑥ 
 駅へのアクセス空間となる北進通のプラタナス並木や駅前通の植
栽については、景観に配慮した管理を進める。 

 （管理業務） 
 北進通のプラタナス並木については、剪定などによる維持管理を実
施する。 

 現在、プラタナス並木については、3年に一度の 
 剪定が実施されており、今後も継続を予定して
いる。 

重点
PJ⑦
旧島松
駅逓所
周辺地
区緑づ
くりプロ
ジェク
ト 

① 
 道内に現存する駅逓所で最古の建物である旧島松駅逓所の周辺
の施設の整備を行う。 

 旧島松駅逓所周
辺整備事業 

 旧島松駅逓所の周辺の施設の整備を行う。 

 平成24・25年度に保存・活用計画が検討された
が、平成26年度において白紙の状態となった。今
後は保存・活用基本計画の策定に向けて再度協
議していく。 

② 
 島松駅逓所周辺の整備にあわせ島松川や仁井別川は、親水空
間の整備や自然環境に配慮した整備を検討する。 

 島松駅逓所周辺の整備にあわせ島松川や仁井別川は、人が水に親
しめるように親水空間の整備や自然環境に配慮した整備を行う。 

 北海道開発局札幌開発建設部千歳川河川事務
所と協議し、親水空間及び自然に配慮した整備方
法について、平成28年度に策定を予定している保
存・活用基本計画のなかで検討する。 

③ 
 国道36号を通過する人々が駅逓所に立ち寄りやすくなるように、
案内板、サインの設置とアクセス道路沿いの景観の保全、創出など
の方策を検討する。 

 （整備事業） 
 国道36線を通過する人々が駅逓所に立ち寄りやすくなるように案内
板等を設置するとともに、景観の保全、創出などを図る。 

 平成9年度の誘導案内板の設置以降に新設は
ない。（休止） 

④ 
 秋の紅葉など美しい景観を演出する駅逓所の後背の樹林地や、
その周辺に広がる島松環境緑地保護地区の樹林地を引き続き保
全する。 

 （管理業務） 
 駅逓所の後背の樹林地や、その周辺に広がる島松環境緑地保護地
区の樹林地を保全する。 

 市有地である駅逓所の後背の樹林地は市有地
として維持し、その周辺に広がる島松環境緑地保
護地区の樹林地については道条例に基づき、引
き続き保全していく。 

            



＜緑地の保全及び緑化の推進のための施策＞の進行管理 
            

施策 施策内容 事業名 事業内容 
進捗状況 

（今後の予定） 

重点PJ
⑧大曲
地区の
緑づく
りプロ
ジェクト 

① 
 平成17年度に「北広島市ふれあい学習センター」と周辺緑地の整
備を行った。今後は、市民の憩いの場として周辺緑地の管理を行う。 

 （管理業務）  「北広島市ふれあい学習センター」の周辺緑地の管理を行う。 
 現在、周辺緑地については管理されていない状
況（緑地等の位置づけになっていないため）。 

② 
 街区公園については、地区内のバランスを考慮し適正に配置する
よう検討する（概ね250ｍ）。 

 都市公園整
備事業 

 身近に利用できる憩いや休息の場を確保するため、街区公園の整備を行う。 

 さいわい公園が平成23年12月15日に開設され
て以降の街区公園の施設整備は行われていない。
現在のところ今後の整備計画については未定。
（休止） 

③ 
 道央自動車道沿いの遮断緑地は、良好な住環境維持に大切な緑
地であることから、引き続き保全する。 

 （管理業務） 
 道央自動車道沿いの遮断緑地は、良好な住環境維持に大切な緑地であること
から、維持管理を行う。 

 市有地である道央自動車道沿いの遮断緑地は、
毎年草刈等の維持管理を行い、適宜剪定を行っ
ている。今後も維持管理を継続して行く。 

④ 
 大曲東小学校うらの森については、所有者の理解と協力を得な
がら緑地保全地区の指定などにより保全に努める。 

 （管理業務）  平成14年に所有者から承諾を得た大曲東小学校うらの森の利用を図る。 
 大曲東小学校長に利用状況を確認した際、スズ
メバチが発生して以来、危険なため、うらの森での
体験学習は行われていないとの回答。（休止） 



□レクリエーション拠点充実プロジェクト 

【施策内容】 

 道道札幌恵庭自転車道線の延伸整備の推進 

□エゾシカ等による緑への影響について 

 交通事故などから見えるエゾシカ等の生態について 

□北広島駅周辺地区緑づくりプロジェクト 

【施策内容】 

 駅へのアクセス空間となる北進通のプラタナス並木 

 や駅前通の植栽の景観に配慮した管理の実施 

＜ 平成27年度 第2回 北広島市緑のまちづくり審議会 報告案件 ＞   



北 広 島 駅 周 辺 地 区 緑 づ く り 

プ ロ ジ ェ ク ト 

（北進通のプラタナス並木等の植栽管理） 

 

【プロジェクトの基本方針】 

      北広島駅周辺地区を本市の顔として、緑の演出によるやすらぎ 

     やうるおいで訪れる人をなごませる空間づくりを進める 

 

【施策内容】駅へのアクセス空間となる北進通のプラタナス並木や駅前通の 

     植栽については、景観に配慮した管理の実施 

 

【事業内容】（管理事業） 

     北進通のプラタナス並木については、剪定などによる維持管理を 

     実施する。 

 

【進捗状況】現在、プラタナス並木については、3年に一度の計画的な剪定が 

     実施されている。 

 



 北進通のプラタナス並木
や駅前通の植栽について
は、景観に配慮した管理の
実施を含めた、北広島市
の街路樹剪定等について 

北 広 島 駅 周 辺 地 区 緑 づ く り 

プ ロ ジ ェ ク ト 



レクリエーション拠点充実プロジェクト 

（道道札幌恵庭自転車道線の延伸整備） 

 

【プロジェクトの基本方針】 

      自然環境に配慮しながらレクリエーション拠点の充実を図ると 

     ともに、自転車道によりネットワーク化を進める 

 

【施策内容】道道札幌恵庭自転車道線の延伸整備の推進 

       （緑に触れ、学び、遊ぶ機会の創設） 

 

【事業内容】（整備事業） 

     北海道が主体となり、道道札幌恵庭自転車道線の延伸整備の実施
。 

  

【進捗状況】平成27年12月末において、北広島市内の延長約14kmの内11.5km 

     （約82％）が供用されている。今後も北海道と協議をしながら、 

     整備の推進を図る。 
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道道札幌恵庭自転車道線の延伸整備 



エゾシカ等による緑への影響について 

 

・エゾシカ等の捕獲状況について 

・エゾシカの全道における推定生息数について 

・エゾシカとの衝突による交通事故について 

・エゾシカの生態等について 

・エゾシカ等による農業被害の状況について 



緑の配置とエゾシカ
の衝突事故発生箇所 

秋に事故
が多発 

交通事故発生箇所 

（エゾシカ） 


